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１．エグゼクティブサマリ
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エグゼクティブサマリ
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リブランディング ⚫ 2025年10月「CCIグループ」へ社名変更。

第2四半期

決算概要

資本戦略

⚫ 貸出残高増加・金利上昇や市場運用の収益改善により経常収益537億円。（前期比＋87億円）

⚫ 中間純利益81億円。（前期比＋24億円）

⚫ 2025年10月1日に株式分割（1株→10株）を実施、今期の自己株式取得終了。（約10億円）

⚫ 通期の当期純利益を130億円（ROE5.9％）、配当を23円に上方修正。（2025年10月24日公表）

銀行事業

⚫ 政策金利は1％程度まで上昇するメインシナリオの下で、事業性貸出は増加し利回りも上昇。

⚫ 預金残高は2025/3末比で減少したものの、震災関連の一時的な増加分の剥落が主因であり、

 個人・法人決済の取り込みによる粘着性預金は増加傾向。

新事業

⚫ コンサルティング業務は契約件数・金額は計画を上回って推移。下期の収益計上を踏まえ、

通期では計画通りで着地見込。

⚫ キャッシュレス業務は加盟店数は横ばいで推移。決済額は増加しており、新サービスの推進や

キャンペーンなどで計画達成予定。

⚫ 8月に当社システムの外販を発表。ニーズ・価値観を重視した対話を開始。

⚫ 資産運用立国の実現に向けた資産運用ビジネスの更なる進化に向けた議論・体制構築を検討。
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２．業績サマリ
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2026年3月期 第2四半期 決算の概要
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2024/9 2025/9 増減 増減率

経常収益 44,884 53,678 ＋8,794 19.5%

経常利益 8,933 12,345 ＋3,412 38.1％

中間純利益 5,659 8,105 ＋2,446 43.2％

2024/9 2025/9 増減 増減率

経常収益 36,817 44,941 ＋8,124 22.0％

経常利益 8,218 11,388 ＋3,170 38.5％

中間純利益 5,401 7,423 ＋2,022 37.4％

コア業務純益 4,730 6,793 ＋2,063 43.6％

■CCIグループ 連結 （単位：百万円）

■北國銀行 単体 （単位：百万円）

■自己資本比率

2024/9 2025/3 2025/9

連結 10.48％ 9.85％ 9.49％

■総括
CCIグループ連結
前年同期比で増収増益（3期ぶりの増収増益）

北國銀行単体 
前年同期比で増収増益（3期ぶりの増収増益）
コア業務純益は2年連続の増益

■概要
• 政策金利引き上げによる利回り上昇に
     より、利息収入と費用がともに増加。
• 市場運用部門でも円債の利息収入が増加。
• Hirooka Terrace新築費用を計上するも、
     経常利益は前年同期比増益となる。



© CCI Group, inc.

2026年3月期 通期業績予想
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（通期）
2025年度

修正通期予想
（中間期）

2025年度
当初中間期予想

2025年度中間期
実績

経常利益 21,000 経常利益 9,000 12,345

当期純利益*1 13,000 中間純利益*1 5,500 8,105

（通期）
2025年度

修正通期予想
（中間期）

2025年度
当初中間期予想

2025年度中間期
実績

経常利益 19,000 経常利益 7,500 11,388

当期純利益 11,500 中間純利益 4,500 7,423

コア業務純益 14,500 コア業務純益 5,000 6,793

2021年度*2 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度*3

年間配当 80円 100円 110円 120円 23円

うち中間配当 30円 50円 55円 60円 11円

うち期末配当 50円 50円 55円 60円 12円

◼ 2026年3月期の業績予想、配当予想の修正を10月24日に公表いたしました。

2025年度
当初通期予想

18,000

11,000

2025年度
当初通期予想

16,000

10,000

13,000

（当初）2025年度

20円

10円

10円

【連結】

【北國銀行 単体】

一株当たり配当金

（単位：百万円）

*1：親会社株主に帰属する当期（中間）純利益

*2：2021年度中間配当までは、株式会社北國銀行で実施 *3：2025年10月1日に1：10で分割実施、株式分割後で記載
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３．各ビジネスの進捗状況
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各ビジネスの進捗状況
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伝統的銀行業

事業性貸出・リース
• 新規実行の増加により平残増加 12,496億円（前年同期比＋2,000億円）
• 利回り上昇により利息収入増加  9,550百万円（前年同期比＋2,858百万円）

消費者ローン
• 約定返済により残高は減少傾向、平残9,495億円（前年同期比▲299億円）
• 利回り上昇により収益増加 5,085百万円（前年同期比＋371百万円）

銀行勘定による
新ビジネス

市場運用
• 短中期債運用に注力し、デュレーションを抑制し円債を中心に運用残高を積み増し

資金利益8,078百万円（前年同期比＋2,614百万円）
• 政策保有株式売却は8銘柄/14億円の売却益を計上 

キャッシュレス

• 加盟店数 7,043先（2025/3末比＋8先）
• カード決済額 7,738百万円/月（前年同期比＋863百万円）
• 次世代型のデジタルカードサービス「one paretto」の提供を開始 
• デジタル地域通貨サービス「トチツーカ」登録者数2万人突破

新会社による
新ビジネス

コンサルティング
• コンサルティング件数（M&A除く）331件 （前年同期比▲1件） 
• 他金融機関へのシステム販売開始を発表
• ケニアに現地法人設立、ビジネスフィンランドとの業務提携締結

投資・運用
• 計10ファンドの投資倍率は1.08倍、投資先113先、投資額404億円
（2024/12末比＋9件、＋44億円）

• 今後、投資先のEXITを順次見込んでおり、CCIグループ利益への貢献を期待
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各ビジネスの進捗状況
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2024/9 2025/9 2024/9 2025/9

2024/9 2025/9
2024/9 2025/9 2024/9 2025/9

事業性貸出金・リース 市場運用

消費者ローン

コンサルティング

ファンド事業キャッシュレス

中間期計画 進捗率

97億円 105.7%

中間期計画 進捗率

50億円 101.6％

中間期計画 進捗率

9億円 88.1％

中間期計画 進捗率

119億円 127.8%

中間期計画 進捗率

14億円 76.5％

中間期計画 進捗率

1億円 ▲55.8％

73億円
103億円

51億円47億円

8億円 8億円

11億円12億円

▲12億円 ▲1億円

2024/9 2025/9

61億円

92億円

34億円

66億円

100億円

153億円
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還元方針・自己株式取得状況

11

項目
2025/3
実績

2026/3 2027/3 2028/3

配当性向 33.7％ 40.0%
40％程度

持続的な利益成長に基づいた配当と
機動的な自己株式取得を実施

配当総額 27億円 52億円

自己株式取得額 30億円 10億円

資本コスト 6～9％ 7～9％程度

ROE 3.7％ 5.9％ 5％以上 6.0％以上

コア資本 2,179億円 2,204億円 2,282億円 2,364億円

リスクアセット 2兆2,102億円 2兆4,587億円 2兆円5,035億円 2兆6,003億円

自己資本比率 9.8％ 9.0％ 9.1％ 9.1％

◼ 配当性向は40.0％、目標とする40％程度を維持（同時に機動的な自社株買いも実現）。

◼ 自己株式は10月時点で取得終了（取得株式累計1,697,800株 取得価格総額約10億円）。
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2023/3 2024/3 2025/3 2025/9
25/3比
増減

25/3比増
減率

個人 28,709 29,519 30,075 30,029 ▲46 ▲0.1％

法人 11,434 12,303 12,581 13,124 ＋543 ＋4.3%

公金・金融 3,697 5,293 6,501 4,165 ▲2,336 ▲35.9％

合計 43,841 47,116 49,158 47,319 ▲1,839 ▲3.7%

(億円) 

12

預金残高 末残（北國銀行単体） 貸出金残高 末残（北國銀行単体）

2023/3 2024/3 2025/3 2025/9
25/3比
増減

25/3比
増減率

事業性貸出 12,060 11,265 12,439 14,332 ＋1,893 ＋15.1％

消費者ローン 10,168 9,901 9,565 9,458 ▲107 ▲1.1％

国・地公体等 3,228 3,269 4,292 5,743 ＋1,451 ＋33.8％

合計 25,456 24,436 26,297 29,534 ＋3,237 ＋12.3％

(億円) 

預金・貸出金残高

◼ 金利シナリオの2025年度内利上げ回数を2回から1回に見直し。

◼ 貸出金が順調に増加しており全体収益計画にはプラスに寄与。



© CCI Group, inc.
13

貸出金の状況

貸出金（末残）（億円） 利回り推移 （％）

12,757 12,060 11,265 12,439
14,332

10,146 10,168
9,901

9,565
9,458

3,135 3,228
3,269

4,292 5,743

76.5% 77.5%
78.8%

72.5%

67.2％

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

70.00%

80.00%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

事業性貸出 消費者ローン 地公体・公社 中小企業等比率

1.139 1.152
1.196

1.349

1.524

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

事業性貸出

0.819 0.799

0.867

0.992

1.068

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

消費者ローン

0.002 0.002 0.002
0.049

0.151

0

0.2

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

国内預金利回り

◼ 貸出残高・利回りは概ね計画通りで推移。
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15.6%

47.0%

9.0%

9.3%

12.4%

6.7%

14

金利シナリオによる影響 金利構成

■固定金利 (1年未満）

■固定金利（3年以上5年未満） ■固定金利（5年以上）

貸出金の金利構成

貸出金全体

（2025年9月末）

事業性貸出金

（2025年9月末）

■変動金利 (市場連動）

■固定金利（1年以上3年未満）

■変動金利（短期プライム）

■その他

7.5%

22.1%

23.2%

23.4%

10.3%

11.9%

1.6%

◼ 短期貸出は市場連動型の金利体系シフトの交渉が概ね完了。長期貸出の新規実行も市場連動の割合の高まりにより、

事業性貸出全体の金利構成は市場連動体系が約5割。

◼ 政策金利0.1％の上昇で約9億円/年の収益増加となる予定。

85.4%

8.4%

2.0%

4.2% 0.1%

消費者ローン

（2025年9月末）

■ 固定金利 (2年以下）

■ 固定金利 (5年超から10年以下）■ 固定金利 (3年超～5年以下）

■ 固定金利 (2年超～3年以下）

■ 10年超
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与信コスト実績と今後の見込み

6,214

4,585

1,738

（中間期実績）

1,405
  (震災影響）

5,741

2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3 2028/3

1,830
（震災影響）

3,000
（通期計画）

与信コストの推移（百万円）

＜保全状況＞ 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

金融再生法開示債権
（億円）

758 734 683 755 773

保全額（億円） 659 706 645 715 718

保全率（％） 86.9 96.2 94.4 94.6 92.9

◼ 与信コストは想定通りで推移。 今後も低水準を維持し、2026/3期は計画通り30億円での着地見込み。
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8,189 8,274 7,839 

11,106 11,258 

1,000 
1,472 

1,880 2,138 
1,533 

1,341 
1,447 

693 
686 

591 

724 
593 

739 694 

534 

475 716 

1,500 
2,540 

3,645 

3,850 
3,850 

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

円債(満期除く)

円債(満期)

外債

株式

投資信託

（マルチ除く）

マルチアセット

19,336

13,001

14,331 14,142

18,497

23 19 4 18 23 2 6 9

▲ 93
▲ 122

▲ 39 ▲ 2

164 213 220 
148 

77 

78 33 
12 

4 

12 

7 28 
43 

47 

24 

▲ 54
▲ 170 ▲ 178

▲ 401 ▲ 415
▲ 15 ▲ 25

▲ 115

▲ 153 ▲ 83

▲ 53 ▲ 45

707 683 748 

520 
644 

▲ 1

▲ 66
▲ 44

▲ 49

▲ 1

▲ 38

▲ 159

▲ 66

▲ 190

4

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

有価証券残高（簿価）とデュレーションの推移

（単位：億円）

（年）

資産別実現損益の推移

有価証券評価損益の推移

（億円）

（億円）

16
※評価損益には、金利リスクヘッジ目的のデリバティブ取引による繰延ヘッジ損益を含む

6.61 

6.00 

5.29 

3.84 

3.49 

5.12 5.11 5.15 

3.79 

4.09 

円債全体 外債

500
158

136
376

▲187

140

281 200 157

180

有価証券運用状況と今後の投資戦略①

◼ 短中期債運用に注力。デュレーション抑制し円債を中心に運用残高積み増し。
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0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 10年超

円債投資の状況

簿価残高（億円）と運用利回りの推移

償還ラダー（2025/9期）

円債資金利益の推移

（億円）

0.19% 0.22%

0.45%
0.53%

2,529 2,442 

4,746 4,659 

1,000 1,472 

3,811 3,776 

4,444 
4,453 

1,934 1,620 

1,916 
2,146 

2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

社債等

地方債

国債（満期）

国債

7,839
8,274

12,106

※10年超は、主に金利リスクヘッジ
の金利スワップに対応した国債残高。

（億円）

（3年以内の償還）
約5,635億円

12,730

有価証券運用状況と今後の投資戦略②

◼ 金融政策転換時期を見定め、再投資により安定収益が確保できる円債ポートフォリオを目指す。

7 8 8 9 11

21
30

2022年度上期 2022年度下期 2023年度上期 2023年度下期 2024年度上期 2024年度下期 2025年度上期

17
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政策保有株式の状況

181 138 114 68 61 58

411
386 410

175 159 172

20.7% 19.9%
22.1%

9.6%
9.9% 9.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0

100

200

300

400

500

600

700

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

投資簿価 評価損益 政策保有株式時価残高÷連結純資産

2023/3 2023/9 2024/3 2024/9 2025/3 2025/9

変更株式数 － 2,091,216 31,700 471,740 － ―

売却株式数 ▲3,700 ▲4,900 ▲239,800 ▲25,900 ▲582,400 ▲203,560

合計株式数 42,500 2,128,816 1,920,716 2,366,556 1,784,156 1,580,596

政策保有株式残高推移（単位：億円）

売却状況（2023年3月～2025年9月 純投資へ保有目的変更分）

プライム市場7先
（うち、地域銘柄5先）

スタンダード・地方市場10先
（うち、地域銘柄9先）
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純投資目的株式の状況

541 467 609 698

273 573

361

477

5.80%

27.91%

-8.27%

8.69%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

0

250

500

750

1,000

2023/3 2024/3 2025/3 2025/9

純投資簿価 評価損益 年率リターン(右軸)

純投資株式の残高推移（億円）

運用ポートフォリオにおけるリスク指標のモニタ
リングや投資実績の分析等を実施

運用戦略

ポートフォリオ
管理

ボトムアップ分析
による投資判断

公開情報に加え、取材を通じた得た定性情報をも
とに業績成長の蓋然性が高い銘柄に投資 議決権行使基準

取締役選任、役員報酬、資本政策、剰余金処分、
事前警告型買収防衛策等についての基準を制定

事業状況の把握
IR関連の公開資料および、投資対象企業への決算取
材等を通じて情報収集

ポートフォリオ全体のリスクをコントロールしつつ、中長期的な成長が見込まれるクオリティ・グロース銘柄へ投資。

エンゲージメント（議決権行使）の取り組み

投資先企業

情報連携による協働

議決権行使 事業状況の把握

アセットオーナー

北國銀行

アセットマネージャー

FDAlco

アセットオーナーが掲げる「議決権行使基準」と、アセットマネージャーが
取材等で得た定性情報を組み合わせ、実効的な議決権行使に取組む

◼ 政策保有株式を売却した資金は純投資目的株式へも積極投資。

◼ クオリティ・グロース銘柄への投資によりパフォーマンス向上に注力。
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投資事業の状況

2025/9
実績

2026/3
計画

2027/3
計画

2028/3
計画

▲1 3 39 37

2024/12 
実績

2027/12 
計画

投資先数 104 120

投資額 360 670

回収額 48 173

時価 343 630

投資倍率 1.09 1.20

創業期
成長期 成熟期 再生期

シード アーリー ミドル レーター

ファンド投資状況（2024/12時点）

QRファンド

のとSDGsファンド

QRプライベートエクイティファンド

北陸地域ベンチャーファンド

ほくりくスタートアップ
コミュニティファンド

のとBeyond復興ファンド

QRIグロースサポート・復興ファンド

ソーシャルXインパクトファンド
（2025年2月設立）

42％

36％

22％

ファンド事業の収益計画

投資実績および計画

32％

54％

14％

■北陸三県 ■北陸以外の国内 ■海外■非上場企業 ■上場企業 ■LP出資

【カテゴリ別投資額】 【地域別投資額】

いしかわ中小企業
再生ファンド

能登半島地震
復興支援ファンド

58件 280億円

15件 7億円

16件 6億円

6件 46億円

6件 4億円

1件 0.5億円
7件 16億円

1件 0.5億円

◼ 10のファンドを運営。地元を重視しつつも地域特化型ではない分散投資を実行。

◼ のとBeyond復興ファンド、ソーシャルXインパクトファンド等、複数のファンドを新設。

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）
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４．勘定系システムの内製開発と外販
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システム販売に関する発表

提供する
商品・サービス

次世代コアバンキングシステム（2027年1月稼働予定の勘定系システム）

特徴 価格

• マルチクラウド型による可用性向上

• COBOLからJavaへの言語移行によるモダナイゼーション実現

• ノンカスタマイズ・無償による機能追加提供

イニシャルコスト：無し

ランニングコスト：6億円/年～

各種サブシステム

特徴 価格

• 個人/法人向けインターネットバンキング

• 顧客情報管理システム（融資支援機能およびAI機能付き）

• 人事管理システム（HRM）その他４システム

イニシャルコスト：無し

ランニングコスト：1億円/年～

システム移行支援コンサルティング

特徴 価格

勘定系システム移行支援コンサルティングの提供開始 要相談

◼ 自社開発したバンキングシステムを他の金融機関に外販することを2025年8月発表。
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価値観を共有できる金融機関に可能な限り低コストで提供

⇒ソフトウェアの一時費用、その後のバージョンアップ費用は無料

自主独立路線への戦略変更等についても制限はなく、自主独立をサポートしていく

勘定系はノンカスタマイズが大前提

⇒カスタマイズはバグとシステムトラブルの元凶という概念を共有できることが重要

⇒サブシステムはニーズに応じてある程度柔軟に対応。大規模なサブシステムはセットで導入がコスト

品質ともに向上するため推奨。

他金融機関からのニーズ

⇒価値観を共有する金融機関からの要請「以前から同じ戦略を考えていた。時間を買いたい、コストも

抑えたい、競合地域でないから、、、、」

システム外販の理由

23
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（参考）内製システム群
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事前に株式会社CCIグループの許可を得ることなく、本資料を転写・複製し、又は第三者に配布す

ることを禁止いたします。本資料は情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の

証券の売買を勧誘するものではありません。本資料に記載された事項の全部又は一部は予告なく

修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業績に関する記述が含まれておりますが、

これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化等により、目標対比で異な

る可能性があることにご留意下さい。

本資料に関するお問い合わせ先
株式会社CCIグループ
経営企画部 広報ＩＲグループ
E-mail : cyosa@hokkokubank.co.jp



QRコードAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://www.ccig.co.jp/

https://www.ccig.co.jp/

https://www.ccig.co.jp/
https://www.ccig.co.jp/
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